
孤

ｅ

○
五

月
の

行
事

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

１
日

日
き

？
ご
ら
三
碧

五
月

朔
＝

朔
月

の
こ

と
で
、

（大）

阜！
つ

恥

新
月
を
指
す

危
宿

ら

月五
命月
乙五
巳日

行
　
　
　
　

事
　
　
　
　
　

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

朔
五
時
二

八
分
、
高メ
岡｜
御デ
車｜
い
」
祭

旧
四
月
小

朔
佛
滅
ひ
ら
く

星
ち
い
み

日
出
入

５
０

２
７

４
１
８

月
出
入

０
０
引

５
１
８

満
潮

４
５

３
９

４
１
７

干
潮

１囗９

２３．３３

２
日

月
う
　Ｉ
四

晁
駄
飃
齟
≒
Ｊ
万
祭

‰
騨

沓
詮
皙
、

ニ
大

安
气
っ
張

″
よ

し
４．４９
ゴ

ヅ
Ｅ
ヅ

３
日

大
呂
；
つ

妾
韲
牋
諳
動
｀

贊
訂
顋
訌
辟
Ｌ
票
气
二
宮

宍
莫
大
今

つ
昌

昌
昌
昌

４
日

水
ひ
？
　

ふ
六

白
㈲
み
ど
り
の
日
ヽ

齟
詣
臂
齟
卜
　
Ｅ
螽

♀
軫

：
石
臼
匹

５
日

木
っ

あ
ま
七
奏

黯
贊
げ
４
祭
二

前
記
≒
診
混
、

五
有

♀
角

よ
乙

冗
冗

６
日

金
っ

あ
谷
つ
し

八
白

東
京
下
谷
神
社
祭

７
日

土
か

？
さ
る
九

紫
庚
申

８
日

日
か

？
ビ
リ
ー

白
母
の
日
、
世
界
赤
十
字
デ
ー

、
旧
渡
仏
会

９
日

月
そ
召
え
い
心

二
黒

―
上
弦
九
時
二

一
分

六
先
負
ふ
　
っ
亢

大
今
つ
４．４４
８．３１
８．１６
３．３２

１
　
２

１９．２９

０． ３０

１２．５０

２０．

６． ３８

２０．５９

七
佛
誠
心
い
ら

氏
大
字
つ

４
．
４
３

８
．
３
２

回
Ｊ

１

１
０

日
火
ら
つ

・
よ
三
碧

諳
昌
己
謹
賀
陥
雲
禀
、

１
１

日
水

あ
え
　

ね
回

緑
長
良
川
鵜
飼

開
き

、
甲
子

１
２

日
水

き
？

う
し

丑
黄

看
護
の
日

、
不
成
就
日

１
３

日
金

尽
え

旨
六
白

４
　
　
　

ひ
　
　
　
　
　
　
、
出
雲
大
社
例
祭
、

大
津
三
井
寺
子
団
子
祭

１
日

土
　

？
　

う
七

赤
大
垣
祭
ヽ
一

粒
万
倍
日

５

日
日

っ
ち

？
た
っ
八
白

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
、

京
都
葵
祭
、

京
都
松
尾
大
社
還
幸
祭
、

一
粒

万
倍
日

１
６

日
月
っ
ち

？
ふ
九
紫

○
望

一
三

時
一

四
分
、
己
巳

１
７

日
火

お
え

う
圭

一
白

日
光
来
照
宮
春
季
例
大
祭
、
大

つ
ち

１
８

日
水

お
以
っ
じ

二
黒

国
際
親
善
デ
ー

１
９

日
木
そ
っ

？
念
三
碧

奈
良
唐
招
提
寺
団
扇
ま
き

０
日

金
そ

？
ご
Ｊ
　
　

酒
田
ま
っ
り
、

福
井
三
国
祭
、

２
　
　
　
　つ　

‘
回

禄
奈
良
興
福
寺
薪
御
能
ヽ

不
成
就
日

２
３

八
大
安
え
心
房

十
し
４
．４
１８．
３

九
赤
口
ご

る
心

ぶ
く

日
４．４２
８．３４１

十
先
勝
や

雲
尾
く
ゑ

日
４．４１
８．３
５

１

１０．０８

０． １５

１． ０９

０． ５２

２２．００沼２
回

５７

２３

１． ５５　 １． ２４　 ０．

１４．４４　１３．５９　１３．

２． ４０

１５．４８

４． ４８

７． １７

１２．１０

１． ２５

０． ５２

１１ ．３４

７． ３６

１８．４０

０
６

２
５

６
９
７

十
一

友
引

あ
芯

箕
天
お
ん

４
．４
８．３
３
．１
１．５

１
．４
３．２
８
．
１

１
１
　
　
１

９
６

５
２

０
３

十
二

先
負

な
る

斗
天
お
ん

４
．３
８．３
４
．１
２．２

２
．２
４．３

１
１
　
　
１

１９．４３

４
８

３
５

８
０２

三
二

旧

五四

月月

大小

士
二

佛
滅
お
さ

ん
牛

天
ｔ
４
．
３
８

１
８
．
３７
回

ぷ
昌

特
柁
祿
ヽ

「
韭
」
肘
Ｆ

十
四

大
安

ｙ
才

女
神
よ
し

４
．
３
７

８
．
３
８

６
．
２
８

３
．
１
７

３
．
１
７

６
．
１
０

９
．
５
１

２
．
０
４

代
の

携
帯
食
糧
の
伝
統
と

考
え

１
１
　
　

１
　
２

十
五

赤
ロ

ヒ
’

つ
虚

五
む

日
４．３
６

十
六

先
勝

た
　

っ
危

１８．３９

１７．４０

４． ３６

８． ４０

８． ５５

５
０

十
七

各
公

で
室
月
ご

く
４．
３

１
８
．
４

４
１

十
六

先
負

ふ
つ

壁
大
今
う
４
．３
１８．４

４． ２３　 ３． ４８

３． ４６

１６ ．５７

４． １５

１７．４４

２１ ．２４　２０．１１

５． ５４　 ５． ０４

５． １７　 ４． ４５

１９．２５　１８．３３

十
九

佛
誠
心
い

ら
金

神
よ

し
４．３３
８．４２
２．３０
６．５４

１
２

０． ０６　１１ ．４１　 １丶．０２　１０．２５

五
月

は
「

皐
月
」
、

さ
つ

き
、

つ
つ

じ
が

繚
乱

の
季

節
で

あ
る
。

新
緑

の
季

節
と

も
薫

風
の

季
節

と
も

い
い

、
快
適
な

月
と

い
っ

て
よ

い
。

こ
の

月
の

う
ち

、
か

ら
り

と
晴

れ
た

日
を

「
さ

つ
き

晴
れ

」
と

い
い

、
爽

快
の

代
名

詞
と

し
て

使
わ

れ
て

い
る
。

立
春

か
ら

数
え

て
八

十
八
日

目
ご

ろ
は

茶
摘

み
ど

き
で
あ
る
。

「
八

十
八

夜
の

別
れ
霜
」

の
言
葉

ど
お
り
、

こ
の

日
か

ら
後

に
霜

の
降

り
る

こ
と

は
め

っ
た

に
な

く
、

霜
害

の
心

配
は

な
く
な
る
。

珍
重

さ
れ

る
新

茶
は

、
こ

の
期

に
霜

の
降

り
な

か
っ

た
新

芽
茶

の
こ

と
で

あ
る
。

【
冠

】
五

月
五

日
の

祝
日
は
、

「
こ

ど
も

の
日
」
、

端
午

の
節
句

で
あ
る
。

三
月

三
日

の
女
子
の

節
句

に
対
し
、

こ
の

日
は

男
子

の
節

句
と

い
わ

れ
、

桃
の

節
句

の
雛

飾
り

に
匹

敵
す

る
も

の
と

し
て
、
屋

外
に

鯉
の

ぼ
り

、
屋
内

で
は

武
者

人
形

や
鎧

兜
（

よ
ろ

い
か

ぶ
と

）
を

飾
る

。
供

え
る

５２
２
．
４

ら
れ
る
。

－

１２．２２　 －　 ２３．２５

５． ５１

２０．２２

０． ４６

１３ ．０６

廿
大
安
え
ん
婁

十
し
４
．
３
３

８
．
４
３

３
．
２
５

８
．
０
２

６
．
２
７

１
２

２
１

日
土

昌
二
玄
黄

鯔
廴
親
時

黔
畝
甘
ぶ

息
急
？
茸
、
竺

赤
回

・
胃
　
　
　混一

２
２

日
日

き
宕
　
ゐ
六

白
浅
草
三

社
祭
、
三
隣
亡

２
３

日
月

ｇ
え
　

ね
七

赤
（・
下
弦
三

時
四

三
分

２
４

日
火

尽
ピ

う
し

八
白

神
戸
湊
川

神
社
楠
公
祭
（
２
６

日
迄
）

２
５

日
水

っ
あ

き
九
紫
翳
舁
髞
％
啓
司
雪
天
診
、

２
６

日
木

っ
ち

？
う

一
白

一
粒

万
倍
日

２
７

日
金

お
え

九
つ

二
黒

小
田
原
道
了
尊
大
祭
、
一

粒
万
倍
日

曹
呈

谷
亡
二
晶

齟
隷
肘
員
黔
昌
就
ヨ
、

２
９

日
日
そ
つ

？
う
ま
回
禄

３
０

日
月
ふ
づ

宕
尽
に
五

黄
　

朔
二

〇
時

三
〇
分

３
１

日
火

あ
え

念
六
白
世
界
禁
煙
デ
ー
、

十
方
ぐ
れ
入
り

旧
五
月
大

１

せ
ニ

先
勝

茫
る

昴
月
ご
く

４
．
３

１

苴
友
引
あ

石
畢
ぶ
く

日
４．３

１８．４４

０１０

芯
先
負
々

ら
觜

大
今
う
４．３０
８．４６１ ４６　１８．４５

１８　 ０． ４７

０
７
５

廿
五

佛
滅
お
さ

ん
参

母
倉
４
．３
８．
４
日

１

１０ ．２６　 ９１４

２１ ．２５

１． ２９

１３．５５

０
９

３
３

８． ０６　７

１２．４０　１１ ．３４

０． ４２　 ９． ４１

３． ４２

１． ２９

３７　１１ ．５４　 一　 ２３．４２　２２．

３． ２７　 ２． １９６． ４４　 ５． ０５４６

１４ ．５１１７．１６　１５．５８１８．３３３７

１３．

７．

１９．

９
７

１
３

７
６

廿
六

大
安
ひ
ら

く
井

享
よ
し
４．２
８
．４
２．１
４
．４
２．０
４
．
４

１
　

１
　
１

９
８

７
３

９
７

廿
七

赤
口

ご
づ

鬼
天
お
ん

４
．２
８．
４

２
．３
５．
４

２
．３
５．
３

１
　

１
　
１

８． ３２

２０．３０

９． １１

２凵５

艾
先
勝
た
　
っ
柳
　
　
　
４
．
２
８

８
．
４
９

３
．
０
３

６
．
４
３

３
．
１
０

６
．
２
１

９
．
４
６

１
　

１
　
１

５６２１

８
９

２
４

廿
九

友
引

心
ぞ

く
星

神
よ

し
４．２
８
．４
３．３
７
．
４

１
　
１

３． ３８

１７．００

１０．２１

２２．３４

朔
大
安
ふ

つ
張

１
日
４
．
２
７

８
．
５
０

４
．
０
４

８
．
４
４

４
．
０
６

１
　
１

二
赤
口
た
い
ら

翼
神
よ
し

４
．
２
７

８
．
５
１

４
．
４
０

９
．
４
２

４
．
３
３

１
　
１

１７．３７

１０．５４

２３．１０

○
五

月
の

行
事

１８．１２

１１ ．２７

２３．４３

【
婚

】
昔
は
、

こ
の

時
期
に
婚

礼
を

す
る

こ
と

は
少

な
か

っ
た
。

農
家
に
お

い
て

は
な
お
の
こ
と
、

嫁
の

手
は

計
算

ず
み

で
初

春
に

婚
姻
し
、

で
き

れ
ば

婚
約

者
の

手
も

あ
て

に
し
た
、

足
入

れ
婚

な
ど

の
言

葉
が

残
っ

て
い

た
の

も
農

繁
期

の
人

手
ほ

し
さ

の
風

習
で
あ
っ

た
の

だ
ろ
う
。

【
祭

】
五
月
一

日
は

労
働
者
の

お
祭
り
で
あ
る

「
メ

ー
デ
ー
」
。

国
際

的
な

も
の
で
、

わ
が

国
で

は
大

正
九

年
に
第
一

回
集

会
を

持
ち

、
昭

和
十

三
年

に
中
止
、

昭
和

二
十

一
年

に
復

活
し

て
今

日
に
至
っ

て
い
る
。

三
日

は
「

憲
法

記
念
日
」
。

第
二

次
世

界
大

戦
終

了
後

、
そ

れ
ま

で
の

帝
国

憲
法

に
代

わ
っ

て
、

昭
和

二
十

二
年

五
月

三
日

か
ら

施
行

さ
れ

た
「

日
本

国
憲

法
」

の
実

施
記

念
の

祝
い

で
あ

る
。

四
日

は
「

み
ど

り
の

日
」
。

平
成

十
七

年
祝

日
法

の
改

定
に

よ
り

決
定

し
た

。
平

成
十

九
年

よ
り
施
行
さ
れ
る
。

五
日

は
「

こ
ど

も
の
日
」
。

国
民

の
祝

日
と

し
て
は
、

児
童

福
祉

の
日

と
な

っ
て

い
る
。

第
二

日
曜

日
は

「
母

の
日
」

で
、

母
へ

の
感

謝
の

気
持

を
表

わ
そ

う
と

い
う

日
で

あ
る
。

三
三

Ｏ
　上
弦

＝
上

弦
の

月
を
指
す


